
 
  

  

  

公表:  2024 年  2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」高松伏石校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環
境 
・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
3 0 

支援室の場所やスペー

スの大きさは利用者様

の特性を見て環境構成

には配慮している。 

予定表を保護者に開示

し、利用できる時間を

確認できるようにして

いる。 

利用者同士の距離が近く、

コミュニケーションを取る

ことは容易ではあるが、周

りの声や音に気を取られて

しまう児童の場合にとって

は厳しい環境と感じるの

で、しっかりとしたパーテ

ィションがあると良い。 

②  職員の配置数は適切である  1 2 

職員が以前から安定し

ないので、離職率を防

ぐために対話の機会を

多く持ち、離職率防止

に尽力している。 

現時点では不足していると

感じないが、指導員の育成

をできるような余裕がな

い。しかし、今後児童が増

えた際にはこの通りではな

い。児発管との関係でもう

1名必要と思われる。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

3 0 

個室やパーテーション

で区切ることで安心し

て集中できる環境を整

えている。 

利用者向けの空間と指導員

の控室に仕切りがない。 

④  
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

3 0 

毎日の消毒はもちろ

ん、気になるところを

清掃したり、年齢等に

合わせて配置を変えた

りしている。 

収納用具が少なく、常に決

まったところに決まったも

のを置けるような環境では

ないので、片づけやすい収

納があると良い。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
3 0 

具体的な目標設定に伴

う評価方法が新たに始

まったためそう言え

る。毎日の YWT で振り

返りや課題を考えてい

る 

 

⑥  
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

3 0 

定期的に保護者に向け

て評価表を配布してア

ンケートを依頼・回収

している。 

   

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

3 0 

事業所向け自己評価表

及び保護者向けの評価

表をもとに支援の質や

業務改善に努めてお

り、具体的な内容を公

表できている。HP上で

公開している 

   

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
0 3  

第三者機関等への評価依頼

を実施していない。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
3 0 

発達支援研究所の研修

など定期的に研修に参

加している。階層別研

  

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 
  

修など、職責等に応じ

た研修を行っている 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

3 0 

指導員や保護者のニー

ズ、児童の課題を常に

客観視して支援計画の

作成を行うことができ

ている。保護者に対し

丁寧な聞き取りを心掛

けている 

   

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
3 0 

定期的に標準化された

アセスメントツールを

活用してアセスメント

を実施している。 

診断書を分析している 

NC プログラムを準備してい

るが使うことはできていな

い。職員間に使用方法を周

知する必要がある。 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

3 0 

個別支援計画を作成す

る際に児童発達支援ガ

イドラインや領域を意

識しながら作成を行っ

ている。 

相談支援員のサービス

利用計画をもとに作成

している 

   

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  3 0 

定期的に支援計画の確

認と計画に変更がない

か擦り合わせをしてい

る。 

児発管減算のため作成義務

はないが、管理者が個別支

援計画の仮案を作成して 6

か月ごとに見直しを行って

いる。必要があれば 6か月

未満での更新もしている。 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  3 0 

チームとして各々が立

案し、活動プログラム

を考えている。 

主と副の担当を定め、

プログラムを立案し、

相談しながらプログラ

ムを作成している。 

   

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  3 0 

迷った時には話し合え

る環境ではある。 

以前の記録を読み取

り、現在の状況に適し

たプログラムの立案を

行っている。 

   

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
1 2 

イベント等を通して集

団活動の機会を作り、

保護者に参加を促して

いる。 

児童発達支援の利用者様が

少なかったため個別支援計

画に集団支援の視点は入っ

ていなかったが、利用人数

も多くなってきたので今後

は意識的に入れることも検

討する。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
3 0 毎日ではないが必要に

応じて行われる。 
   

⑱  
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

2 1 毎日ではないが必要に

応じて行われる。 

担当以外の利用者様とあま

り関われていない感じはす

る。担当以外の方とも関わ



 
  

れるように職員全員が意識

を持つ必要はある。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
3 0 担当した支援を各自記

録している。 
   

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
3 0 

定期的なモニタリング

が実施されていて計画

の見直しが行うことが

できている。 

事業所相談などで保護者の

方とお話しする機会を増や

し 6 か月にこだわらずに支

援計画の定期的な見直しが

行えるようしていきたい。 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

3 0 

管理者・児発管が参画

している。 

主に管理者が、必要に

応じで担当者が参画し

ている。 

   

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
3 0 

相談支援事業所や関係

機関との連絡を必要に

応じて行い、支援に活

かしている。 

   

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

0 3 該当なし   

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

0 3 該当なし   

㉕  
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

2 1 
不定期ではあるが、幼

稚園などと連携してい

る。 

特定の職員が担当している

ので、指導員全員が広く参

画できるようにしていきた

い。 

㉖  
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

3 0 

必要があれば学校の担

任の先生との担当者会

議や、進路決定の場に

参画させていただいて

意見を伝えることをし

ている。学校職員と会

議等で情報共有をして

いる。 

 

㉗  
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

3 0 

定期的なモニタリング

を行い、他の事業所で

の研修を受けている。 

研修等に参加してい

る。 

他事業所との勉強会など助

言・研修の機会は設けられ

ていない。ただ、外部研修

という形で参加している。 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
1 2 

イベント等で障害のな

い子どもへの参加も計

画している。 

直近で実施した事例がない

ためどちらともいえない。 

保護者の方から必要とされ

ている声は聞こえないので

行っていない。 

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
0 3  

現状参加していないが、参

加できる機会があれば参加



 
  

していきたいとは考えてい

る。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
3 0 

支援が行われた後にフ

ィードバックを行い支

援内容や今後の課題に

ついて共通理解を持つ

ことができている。 

毎回の支援内容をフィ

ードバックして、現在

の子どもの様子や困り

ごとを聞き取ってい

る。 

 

㉛  
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

1 2 

毎回の支援内容のフィ

ードバック時に、必要

に応じて日々の関り等

助言している。 

日常的なフィードバックの

中で可能な範囲で助言を行

うが、特別な場を用意して

いることはない。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
3 0 

契約時には必要な説明

を行っている。 

契約前に不安を解消す

るべく丁寧に説明して

いる。 

運営規定に関しては説明で

きていないが、重要事項説

明書の中で触れながら説明

している。利用者負担に関

しては契約時・見学対応時

に必ず説明をしている。 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

3 0 

支援計画作成や更新時

に同意を得ている。 

ガイドラインの内容を

意識しながら個別支援

計画を作成し、同意と

サインを得ている。 

担当者会議を行い、支

援計画を作成し、丁寧

に説明し同意のサイン

をいただいている。 

児童発達支援ガイドライン

を職員間で理解できている

職員とできていない職員が

いるかと思うので、共有す

る必要がある・ 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
3 0 

毎回の支援内容をフィ

ードバックして、現在

の子どもの様子や困り

ごとを聞き取り、次回

の支援に生かすように

している。 

 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
3 0 

他校舎とも連携して

様々な意見交換を行う

ことができている。 

保護者カフェを企画

し、当事者同士の悩み

ごとの共有や子どもへ

のかかわり方を支援し

ている。 

保護者との交流の会の場を

設定したが、1名の参加し

かなく、あまりニーズがな

かった。 

 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

  3 0 

毎回の支援内容をフィ

ードバックして、現在

の子どもの様子や困り

ごとを聞き取り、次回

の支援に生かすように

している。 

   



 
  

㊲  
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

3 0 

不定期ではあるが紙媒

体の通信を作成してい

る。活動概要や行事予

定等の情報は SNS やメ

ールを発信している。 

   

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  3 0 

日頃より個人情報の含

まれるフォルダは鍵付

き書庫で保管されてい

る。鍵のかかる書庫に

書類を保管している。 

   

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
  3 0 

発達の特性に応じた対

応をしている。 
   

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
  0 3 

招待はしていないが、

イベント等は地域住民

等が参加できる内容を

行っている。 

 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

3 0 
緊急時対応や防犯、感

染症について月 1回の

訓練を行っている。 

緊急時対応マニュアル、防

犯マニュアル、感染マニュ

アルは作成しており、定期

的に必要な更新は加えてい

る。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  
3 0 

定期的に訓練や訓練内

容の共有を行ってい

る。 

利用者様を含めた防犯訓練

が実施できていないので、

早急に実施していく。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
3 0 

保護者との面談時にヒ

アリングを行ってい

る。 

 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
2 1 

食事提供がないため該

当なし。食品を提供す

る際、成分を確認し、

参加児の保護者に確認

をしている。 

 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
3 0 

各校舎の指導員により

集まったヒヤリハット

を社内で共有できてい

る。 

 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
3 0 

定期的に虐待防止委員

会にて検討会行われて

いる。 

管理者が虐待防止委員

会のメンバーとなり虐

待防止委員会に参加

し、校舎内で検討内容

を共有している。 

 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

3 0 

事前の同意を含め支援

計画にも記載されてい

る。 

契約時に説明してお

り、身体拘束を行った

場合は記録を取る決ま

りになっている。 

 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 
  

 

 

公表:2024 年  2 月 15 日    
  

事業所名: こどもサポート教室「きらり」高松伏石校       保護者等数（児童数）: 7 名  回収数 7 名 割合:  100 ％  
 

  チェック項目  はい  
どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環
境 
・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
6 1 0 0 

平日朝利用のた

めか、いつも空

いているのでス

ペースは充分と

感じます。 

16 時より前の時間で

したら人数が少ない時

間帯も多くございま

す。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     7 0 0 0 

フィードバック

の際に、活動の

意図を分かりや

すく教えて下さ

りありがたいで

す。 

今後も活動の意図や目

的を分かりやすく伝え

ることができるように

努めてまいります。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

7 0 0 0 

活動内容に合わ

せてテーブルや

パテーションの

位置を上手く変

えて下さってい

ます。 

事業所の大きさが限ら

れているためその時間

の活動内容やお子さん

の特性で臨機応変に環

境構成を考えさせてい

ただいております。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

7 0 0 0 

清潔感があり良

いと思います。

（見学に行った

施設によって

は、保護者が座

る場所がなく地

べたに座った

り、何となく独

特な匂いがあっ

たり個人的に苦

手な所もありま

したので…） 

ありがとうございま

す。毎日お昼の時間に

掃除を行って環境美化

に努めております。 

またおもちゃの消毒や

机椅子の消毒など感染

症対策にも努めており

ます。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  

7 0 0 0 

いつも困ってい

る事がないか聞

いて下さり、話

しやすいです。 

保護者の方のニーズを

しっかりと聞き取った

うえで支援計画の作成

を行っておりますの

で、気になったことが

ありましたら担当指導

員か管理者までご気軽

にご相談ください。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

7 0 0 0 

いつも子供が楽

しみにしていま

す。何やるのか

な…と、実は親

も楽しみにして

います。 

色々と工夫して

くださってお

温かいお言葉ありがと

うございます。これか

らもご期待に応えられ

るように研鑽してまい

ります。 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 
  

り、本人も満足

しているようで

す。 

毎回違った遊び

を用意して下さ

り、子供が飽き

ない工夫をして

頂いていると思

います。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 7 0 0 0 

まだ通い始めて

数ヶ月なので不

明です。 

個別支援計画に沿って

支援を行うように職員

には周知させていただ

いております。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
7 0 0 0   

⑨  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
2 1 3 1   

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
7 0 0 0   

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

7 0 0 0   

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
4 2 1 0 

まだ通い始めて

数ヶ月なので不

明です。 

つい、先に手を

差し伸べてしま

ったり、叱って

しまう事もある

ので、そういう

のもあると良い

なと思います。 

具体的な活動ではでき

ていなかったので、ペ

アレントトレーニング

の知識を職員で学ぶ機

会を作ってまいりたい

と考えております。 

 

⑬  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

7 0 0 0   

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
7 0 0 0 

毎回アドバイス

を頂いたり相談

に乗って頂い

て、とても助か

っています。 

ありがとうございま

す。お困りごとなどご

ざいましたらいつでも

スタッフまでおっしゃ

ってください。 

⑮  
父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

1 2 4 0 

まだ通い始めて

数ヶ月なので不

明です。 

慣れてきたので

交流の機会があ

れば良いなぁと

思います。 

現状、保護者の会など

は開催できておりませ

ん。ママカフェなど保

護者の方の交流会も検

討してまいります。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

6 1 0 0 

たくさんイベン

トのお知らせを

してくださり、

ありがたいで

す。仕事の都合

でなかなか参加

イベントに関しては月

に１回程度開催できる

ように計画しておりま

す。今後も皆様が参加

していただけるような

イベントを計画してま



 
  

できず申し訳あ

りませんが、個

人的には今くら

いのペースがい

いと思います

（多すぎてもち

ょっと大変そう

なので） 

いりますのでぜひご参

加ください。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
7 0 0 0   

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

6 0 1 0   

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  7 0 0 0   

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

6 0 1 0   

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
5 1 1 0   

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  6 1 0 0 

先生のことが大

好きなようで

「明日〇〇先生

ある？」とよく

聞いてきて、あ

ると答えるとす

ごく喜んでいま

す。 

毎週、きらりに

行く事をとても

楽しみにしてい

ます。きらりで

作ったものを

「みて！」と自

慢げに見せてく

れたり、保育園

でも「きらりで

○○してき

た！」と、話し

ているようで

す。 

他所と合わせて

週 3で行ってい

るので、お友達

と遊びたいとき

などは休みたい

という。 

温かいお言葉ありがと

うございます。園でも

きらりの話をしていた

だいているようで感激

しております。 

お子様の負担のない範

囲で楽しく通所してい

ただけましたら幸いで

す。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  6 1 0 0 

もう片方の事業

所と比べると時

間も 1時間違う

が、子供に合わ

温かいお言葉ありがと

うございます。きらり

自体が 1時間の個別療

育を大切にさせていた



 
  

せた手作りの教

材や運動などし

てくれていて物

足りなさは少し

感じます。 

親子共に初めて

の通所が「きら

り」です。色々

見学に行きまし

たが、対人関係

が苦手な子供が

いつも楽しく通

所できている事

が 1番安心で

す。ここに決め

て良かったと思

っています。 

いつも子供の発

達の為に色んな

遊びを考えて準

備して下さり、

とても感謝して

います。 

家での遊びのヒ

ントも沢山得ら

れるので、参考

にさせて頂いて

います。 

だいているのと人員の

関係で短時間になって

しまい申し訳ございま

せん。園から帰ってき

てゆっくりしたい時間

や保護者の方もお忙し

い中 1時間のために送

迎してくださっている

ので 1時間 1時間を大

切にしながら引き続き

支援させていただきま

す。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


